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新しい彦根へ。
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▼略歴
●滋賀県立米原高等学校　理数科　卒業
●兵庫県立神戸商科大学　商経学部　経済学科　卒業
●滋賀大学　大学院修士号取得(経済学)
●滋賀大学　大学院修士号取得(経営学)
●森野税理士事務所　●彦根市議会議員

滋賀県彦根市古沢町480-5 
滋賀県彦根市野田山町485 0749-21-1111

0749-46-5546
(事務所)
(自宅)

彦根市議会では、企画消防総務常任委員会、市民産業建設常任委員会、福祉病院教育常任委員会の3つの委員会が設置されており
彦根市議会議員24名が各委員会に8名づつ所属しております。
定例会で各委員会に付託された議案の審査や、閉会中の継続審査事項に対する審議、所属の委員会に関連する行政視察などの業務
を行っており、年に一度、各委員会ごとに議会報告会を行うこととなっております。
例年は会場で市民の皆さんと交流し、ご意見、ご要望などを伺いながら議会報告会を開催しております。今年は新型コロナウイル
ス感染予防の観点から、人が集まっての報告会の開催は困難であるとの判断で各委員会ごとに異なる形での報告会を企画しての開
催となりました。
私の所属する市民産業建設常任委員会では、昨年の議会報告会でのテーマ『彦根城を核とした観光施策について』で市民の皆さん
や観光関連の企業の方々との議論の内容を踏まえて、今後の彦根市の彦根城を核とした観光施策についてのYouTube動画を作成
して報告することになりました。※2月中頃配信予定となります。(約20分) 

テーマ
「彦根城内における
文化財の活用について」

彦根市役所新庁舎

2021年(令和3年)…3月完成
2021年(令和3年)…4月4日(日)一般見学会
　　　　　　　　　 13時00分～17時00分※要申込

2021年(令和3年)…5月引っ越し
2021年(令和3年)…7月全部署移転完了

※申込期限2月26日(金)当日消印有効　定員400名
「往復はがき」で彦根市役所「新庁舎完成見学会」係まで
・返信面の表面に①郵便番号②住所③氏名
・裏面に代表者の①郵便番号②住所③氏名④電話番号⑤参加人数
　をご記入下さい。

森野理士事務所
～法人税申告、所得税申告、消費税申告、相続税・贈与税申告、事業承継等～
※2月16日(火)～3月15日(月)　所得税確定申告
　事務所にて各種相談等受けておりますので、お気軽にご相談ください。
平　日　8時30分～17時00分　彦根市野田山町485
土日祝　休み(繁忙期、予約等の場合は対応しております。)
連絡先　電話　0749-21-1111　FAX　0749-21-1110
メール　morino.tax.a.30007@gmail.com

※下記の日時につきましては、
近畿税理士会の無料相談会場(彦根商工会議所4階)にて担当しております。
・2月24日(水)13時45分～16時30分　　　　
・2月25日(木) 9時00分～11時45分
・2月26日(金)11時30分～14時15分

増築棟(屋外)の状況
【正面玄関エントランス(車寄せ)】

東側上空から
【手前：増築棟/奥：既存棟】

増築棟(屋上)の状況
【市民ホール】

増築棟(２階・執務室)の状況
【内部仕上げ工事】

増築棟(2階)の状況
【内部仕上げ工事】

増築棟(4階)の状況
【内部仕上げ工事】

増築棟(5階)の状況
【内部仕上げ工事】

もりの克彦 検 索
http://morino-katsuhiko.com
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▲旧木俣家屋敷の敷地の外観 ▲一般公開されていない門が開く

旧木俣家屋敷
の敷地の外観▶

▲未公開の建物の中へ

往時を彷彿とさせる
奥の書院にて▼

①開国記念館②旧木俣家屋敷③玄宮楽々園・旧八景亭

議会報告会

今後の議会の予定

平素は、皆様には格別のご支援、ご高配を賜りまして誠にありがとうございます。
新型コロナウイルス感染症が私たちの生活に影響を齎してから一年が経過しました。
国、県、市がそれぞれの使命の下、必要な支援対策を迅速かつ的確に行う必要があり
ます。罹患された方の命と人権を守るため、高齢者や体の弱い方の命を守るため、失
業された方やひとり親家庭の生活を守るため、子ども未来と市民の未来を守るため、
必要な行政支援と予算配分が行われるよう取り組んで参ります。引き続き、皆様のご
支援、ご指導を宜しくお願い致します。

(完成直前の工事の様子）

完成間近の新庁舎の外観① 完成間近の新庁舎の外観②

本定例会より新庁舎での開催となります！
(映像付きライブ配信の再開)  

2 月定例会日程 
2 月 12 日(金) 議会運営委員会  

     19 日(金) 開会（市長提案説明） 
     22 日(月) 質疑・質問締切 
     24 日(水) 請願締切 
     26 日(金) 議会運営委員会 
   3 月 1 日(月) 質疑・一般質問(個人質問) 
     2 日(火) 質疑・一般質問(個人質問) 
          全員協議会(追加提案説明) 
          議会運営委員会 
     3 日(水) 質疑・一般質問(個人質問)予備日 
     5 日(金) 予算常任委員会(企画消防総務所管分) 
     8 日(月) 予算常任委員会(市民産業建設所管分) 
     9 日(火) 予算常任委員会(福祉病院教育所管分) 
    10 日(水) 企画消防総務常任委員会 
    11 日(木) 福祉病院教育常任委員会 
         追加質疑締切 
    12 日(金) 市民産業建設常任委員会 
    15 日(月) 追加議案上程(市長提案説明) 

質疑 
予算常任委員会 

    16 日(火) 意見書等締切 
    17 日(水) 議会運営委員会 
    18 日(木) 閉会（委員長報告、質疑、討論、採決） 



11月
定例会議一般質問

令和2年11月定例会、今回は21番目に質問させていただきました。質問内容と回答は下記の通りです。

所 属 委 員 会
●市民産業建設常任委員会
●予算常任委員会　●広報委員会

新型コロナウイルス関連について1
(1) 教育関連について

現在、多少の遅れはあるが、今年度中には学習内容の遅れは補填される。
①臨時休校で失われた学習時間と内容の補填の進捗は

通学路の安全確保について
木俣屋敷の整備と利活用について2

(1) 木俣屋敷の整備と利活用について

彦根藩の筆頭家老としての家格を持つ木俣家の屋敷跡であり、井伊直孝公が藩主に就任してからは江戸等から彦根に戻った際、
城内に入る前に一旦木俣家の屋敷に入って接待や報告を受けることが恒例となるなど、筆頭家老の屋敷として彦根藩の中で大きな役割を担っていた。

①木俣屋敷とは

獣害対策について3
(1) 獣害対策について
①近年の取り組み内容と成果は

学習の定着状況を丁寧に見て、
わかりやすい授業の工夫に努めるよう指導している。

②詰め込み学習で児童生徒の負担となっていないか

(2) 市民生活について

4月196件、5月4,089件、6月2,426件、
7月303件、9月5件、10月7件、11月12件であり、
各相談内容に合わせて必要な機関を案内し適切に対応を実施した。

①児童虐待の影響はないか【答弁者…子供未来部長】 ②生活支援緊急相談窓口の相談状況は
【答弁者…市民生活経済再生支援統括官】

近年まで個人所有の住宅として使用されており増改築も行われているので、
今後、発掘調査や建物調査、文献調査等を総合的に実施し、各部の遺構の
残り方を実際に確認した上で、文化財としての価値を判断していく。

②文化財としての価値は
平成25年度に彦根市が取得して文化財課で管理しており、
年2回程度、下草刈りによる清掃や危険木の伐採などを実施し、
敷地の維持管理に努めている。

③現状は

今年度中を目途に、特別史跡彦根城跡整備基本計画を改訂した上で、
文化庁や県と協議しながら、より具体的な整備や活用を進めて
いきたいと考えている。

獣害侵入防止柵は、鳥居本町、宮田町、野田山町、
日夏町および下岡部町で合計2,465ｍの支給を行った。

②各地域の要望に対する継続的な支援はできているか
地域や農業者の要望を受けて、獣害侵入防止柵および追い払い用花火の
支給、小型檻の設置を行っている。また、捕獲檻による捕獲駆除、
猟友会による銃器一斉駆除も引き続き実施していく。

③ドローンを活用した獣害対策についての見解は
　近年、獣害対策の現場においてもドローンや
　IoTの活用が行われているようですが、
　これらを活用した本市の獣害対策の将来性に
　ついての見解をお聞かせ下さい。

④今後の整備と利活用の予定は
木俣屋敷だけでは厳しいが、特別史跡彦根城跡を構成する要素として
必要不可欠であり、全体としての魅力を一層高めることで集客の増加に
つなげ、経済効果が得られるよう努力していく。

⑤経済効果は見込めるのか

現在、申請期限は令和3年3月31日で購入期限は令和2年12月31日までとなっていますが、
現在の新型コロナウイルス感染症の感染状況等を考慮し、購入期限を3月中旬まで延長したいと考えている.

③「彦根市新型コロナウイルス感染症対策市民活動支援補助金」の購入期限を
　　申請期限までとすべきであると考えるが見解は【答弁者…市民生活経済再生支援統括官】

感染状況を注視しながら、集団感染リスクの対応を徹底したうえで、
行事の規模や内容を十分検討する必要があり、今年度の経験を生かして、
可能な限り学校行事が実施できるよう努めていく。

③来年度の学校行事は予定通り行えるか
全小中学校24校のうち、19校で代替行事として校外学習に出かけたり、
5校では例年とは異なる形で特別な行事を計画して実施したり、
子どもたちにとって強く印象に残る価値ある教育体験活動となるよう、
各校の職員が一丸となって代替案の検討を行ったうえで実施した。

④修学旅行中止の代替案は全小中学校で行われたのか

家庭と連携し児童生徒の体調管理を実施できており、
赤外線カメラの導入でかえって密の状態が生じる可能性もあることから、
現時点では導入の必要はないと考えている。

⑤家庭での検温管理ではなく、
赤外線カメラの導入を検討しては

⑥コロナ禍の経験から今後の教育で生かせることは
コロナ禍による学校の新しい生活様式の中で、今後の教育活動に生かせる
ことが多く見えてきた。感染症対策を通じて、危機管理に対する
意識が高まった。ICTの活用による教育についての認識が広がり、
オンライン化による業務の効率化とともに新たな教育活動の検証、
改善による教育の質の向上が可能となった。　

その他の要望について 要望通り対応が行われたものもあれば、対応中のもの、検討中のものもありますが、
必要な要望・対策が行われるよう取り組んでいきたいと考えております。

健康増進法の改正による受動喫煙防止について

就職氷河期世代の支援について

2018年7月健康増進法の一部が改正され、2020年4月より全面施行となりました。子どもや病気の方の健
康を守ることが重視され、学校、病院、行政機関、飲食店など様々な場所での喫煙が制限され、受動喫煙を
なくす取り組みが行われました。　学校、病院、行政機関などの施設は原則禁煙となりましたが、法律の対
象外となる公園や路上については各自治体の判断での規制とされております。
令和元年9月定例会の一般質問やその後の委員会において、受動喫煙の防止と愛煙家の保護について彦根市
の対応を求め進捗状況を確認してきました。
彦根市は以前より路上喫煙防止条例において彦根駅周辺から彦根城付近と南彦根駅周辺を路上喫煙禁止地域
として指定してきましたが、愛煙家の保護の観点からその地域において6カ所の指定喫煙場所を設置してき
ました。
しかし、そのすべての場所において、喫煙される煙による受動喫煙の影響があり、観光客・通行人・児童生
徒や学生から対策の要望を受け取り組んできました。
その結果、5カ所については、近隣で受動喫煙の影響がない場所への移動が困難であることから撤去されま
した。残り一カ所である彦根駅東口につては、受動喫煙の影響が少ない近隣の場所へと移設され分煙対策が
行われ、子どもと病気の方、そして愛煙家の方々の保護が行われました。

活動報告

2019年5月、大津で保育園児ら16名が死傷した事故から2年が経
過しようとしていますが、安全対策が必要でありながら十分な対
策が取られていない場所も多くあります。
児童生徒らの交通安全のために危険な個所の対策についてその都
度要望を行い、限られた予算の中でできる限りの対策を要望して
きました。
守ることのできる大切な命を守るため行政ができること、周囲の
大人ができること、私にできることから少しづつ、子どもが安全
に暮らせるまちの創造に取り組んでいきたいと思います。

 

令和元年11月、宝塚市で就職氷河期世代を対象とした正規職員の募集が行われ、定員数３名に対
して1,816名の応募があり話題となりました。その後、全国の市町で同様の取り組みが行われる
ようになりました。
令和元年12月定例会の一般質問において、彦根市でも同様の取り組みを行い、就職氷河期世代の
支援を行うことを強く要求して参りました。
令和2年9月、就職氷河期世代を対象とした彦根市職員採用試験(上級一般事務)の実施が決定され
、令和3年1月に3名の採用が決定され4/1より彦根市の正規職員として働いていただくこととな
りました。
しかし、就職氷河期世代で「正規雇用」を希望しているが不本意に「非正規雇用」として働く人
は全国に50万人以上いるとされており、
政府が「就職氷河期世代支援プログラム」で掲げる目標達成にはまだまだ時間がかかります。

児童虐待通告受理件数は42件で前年同時期と比較して4件の減少であり、
コロナ禍の影響による増加は現時点では見られないが、内容としては児童
と保護者が一緒にいる時間が長くなったり、経済的な不安から強いストレ
スを抱えているといった事例が増加しているため、学校や保育所、幼稚園
、各種関係機関と連携し家庭の状況を把握し、児童虐待の適切な予防対応
がとれるように努めている。

ドローンを活用した獣害対策は追い払いと行動域調査を目的とした活用が
一般的であるが、本誌ではイノシシ、二ホンジカは捕獲檻による捕獲を、
ニホンザルは捕獲が困難なため花火による追い払いを行うとともに、発信
機による行動調査を行っているため、現時点ではドローンを活用した獣害
対策は考えていない。

【答弁者…産業部長】

【答弁者…歴史まちづくり部長】

【答弁者…彦根市教育長】
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▲グリーンベルトと注意喚起の看板を

・放課後児童クラブの開所時間の拡大を
・放課後児童クラブの夏休み等の弁当負担を減らすための取り組みを
・プログラミング教育導入に向けた準備を
・養育費の不払い防止に向けた取り組みを
・食品ロス削減推進法における取り組みを
・小中学生のネット依存とゲーム障害の防止に向けた取り組みを
・マイナンバーカードの普及に向けた取り組みを
・コロナ禍における、学校の臨時休校に伴う学習時間の確保と学習の習得の確認を
・コロナ禍における、保育園、幼稚園、学童保育の従事者に対して金銭的な支援を
・コロナ差別防止に向けた取り組みを
・文化財を活用した取り組みを

・全小中学校で中止となった修学旅行の代替案の検討を
・「新型コロナウイルス感染症対策市民活動支援補助金」
　の購入期限の延長を
・各地域における獣害対策の継続的な支援と情報提供を
・市税の不正滞納の減少に向けた対策を
・償却資産の適正な申告と納税に向けた取り組みを
・地方税のクレジット決済の導入を
・ふるさと納税の返礼品に地場産業の関連品を
・学校における不審者侵入の対策とリスクヘッジを
・登下校の安全対策についての対応を(不審者、事故)
・高齢者ドライバーの事故防止に向けた取り組みを
・彦根市全域における早期の下水道の整備を ※行政、学校、病院等に対するご要望などありましたら、お気軽にご連絡下さい

定
員
3
名
に
対
し
て
6
7
名
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
！
◀

駅利用者に受動喫煙の影響があった場所から

人気のない囲われた専用スペース設置


